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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞　

・研修出張へ参加された方の出張報告書をＷＩＺのファイル共有の出張カテゴリーに、随時登録しています。他領域・施設になると研修内容を知る機会はないと思われます。
その為、自由に閲覧できるように、また自己学習ができるように、研修出張報告書を登録しています。
貴重な勤務時間及び経費を使用して研修に参加されています。
法人職員で最新の情報を共有し、活用して頂きますようお願いします。
・新年互礼会を下記日時にて開催致します。新年ご挨拶兼ねての、食事会となります。
ささやかながらの食事を準備していますので、当日出勤者は是非ご参集お願いします。
日時：Ｈ２４年１月４日（水）１７：３０～１９：３０
場所：ここりの郷
※開催時間前にお越し頂いても構いません。
・看護グループ研修が下記の日程であります。対象者は忘れずに参加して下さい。

日時：1月10日（火）1月11日（水）　17:20～18:00
場所：2階会議室
対象：介護スタッフ
テーマ：「精神科における生活療養指導」
講師：野々上千秋
1/11までに出欠の入力をお願いします。
看護課共有→H23年度グループ内研修出席表→H23年度「精神科における生活療養指導」出席表
・下記の日程で納会・懇談会があります。当日日勤スタッフは時間厳守で必ず参加して下さい。
また、当日「ビンゴゲーム」も予定されています。１セット２枚２００円で販売していますので、まだの方は、12/28(木)までにお近くの行事運営委員会にお声掛けください。
＜納会＞　
日時：12月30日(金)17:20～17:35
場所：メンタルケア病棟３階　会議室
＜懇談会＞
日時：12月30日(金)17:45～18:40
場所：メンタルケア病棟３階　ホール
＊懇談会の会場では、うみねこ工房のパンを販売しています。
　希望の方はお買い求めください。
・12/26に病棟巡視がありました。

＜指摘事項＞

・Aユニット：エレベーター前の防炎ガラスの汚れ。

　　　　　　　乾燥室のドアのねじが外れている。ねじもない。

・Bユニット：ホール脇トイレ内のタイルの壁の汚れ。

・Dユニット：スタッフオフィス内の換気扇の汚れ。

・2F風呂場：脱衣所のカビが目立ってきている。（業者へ見積もり依頼済み）

以上の指摘がありました。乾燥室のドアのねじと換気扇の汚れについては、修理、清掃が終了しています。他の汚れについて、年末の大掃除の項目に入れ行って下さい。

清掃や整理整頓はきちんとできているので、今後も定期的な清掃・点検を継続していきましょう。

・年末年始のプログラムに必要な物品を、担当者は忘れずに用意しておいて下さい。

＜患者様連絡事項＞

・川井　ツセ様～来年の1月末を退院予定とし、今後あと２回外泊訓練を予定しています。

・吉田　光男様　　　2名の事故内容の分析を細かくし、同じ事が起らない対策をして下さい。

・慶長　節子様　　　特に慶長様については、どういう時に、どの患者様へ手をだしていくのか？

　　　　　　　　　　など分析し、常に目を離さないよう見守りして下さい。

・織田　比佐子様～本人よりおやつの希望があり、主治医へ確認とった所、体重の増加も今は見られないため、白せんべいかお子様せんべいのみ許可が出ています。飲み物は今まで通りお茶のみです。

本日、家族へ連絡し1/2の来院時に持ってきて下さるとの事でした。

・川村　つゑ様～本日より臨時薬のフェニレンが減薬となります。今までは昼・夕と出ていましたが、夕のみとなります。

・村井　八郎様～臨時薬が30日より7日分継続処方となっています。

・藤田　金弘様～右大転子部痛訴えあり、アスモロールが1P処方となっています。

・木ノ下　ツヨ様～臨時薬が今日から7日分継続処方となっています。

＜作業報告＞

・慶長　節子様～現在気分の変動が激しく粗暴的となることがあります。その際、民謡や手踊りをスタッフ側からきっかけ作りを行う事で、イライラに対する注意を歌や踊りに向ける事ができると思われます。歩行に不安定な面も見られており、踊りながら移動した場合転倒の危険性も考えられますので、長時間歌い踊るのではなく「他に注意を向けるきっかけを作る」程度の関わりでアプローチしていくのも一つの方法と思われます。

・木村　春雄様～プログラム中、腰痛を訴えられ「座っていられない」「帰ってもいいですか」と話されています。時間枠（３０分経ったら戻ってもいい）を決め、本人様と相談する事で静かに過ごす事はできています。現状では、退院後の生活において臥床傾向となる可能性が高い為、今後、主治医とも相談のうえ、治療方針を考えていく必要があると思われます。

・五十嵐　タイ様～現在、カレンダー作りやプログラムには自主的に参加できるようになっています。表情の乏しさはありますが、スタッフの話し掛けに対し笑顔が見られるようになっています。今後も言動を観察していき、活動性の維持・向上を図っていきます。

・山田　典子様～クリスマス会にて階段昇降を行ってから現在までで、とくに痛みや違和感の訴えは聞かれていません。本人様との歩行訓練時「足がびっこひいている感じがする」「モカモカしている」という表現をされることがあります。具体的に聞いてみたところ「気持ちとしては早く進みたいが、足が思うように動かない」と話されています。歩行訓練にて短距離であれば独歩は可能ですが、平衡機能が低下しており転倒のリスクが非常に高い方です。本人様にはひとりで歩く事がないよう繰り返し説明をしています。もし、ひとりでの立ち上がりや歩行が見られた場合は、危険であることの説明をお願い致します。

・織田　比佐子様～昨日、作業スタッフに「３年間お茶だけだったけど、先生からジュースを許可されたの」と話されている。カンファレンスで事実確認したところ、ジュースが許可されたのではなく、白せんべいまたは子供用のせんべいであり、体重が増えた時点でまたお茶だけに戻るという約束のもと主治医から許可がでているとのことです。

※その他

南病棟の行事フォルダに、クリスマス会の写真が入っています。ご自由にご覧下さい。





































